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　このたび金属系材料研究開発センターの理事を拝
命することになりました JFE スチールの小倉　滋
でございます。
　私は現在 JFE スチールの技術系の全般を統括す
る職務を担当しておりますが、その中に情報システ
ム開発が含まれております。私は製鉄所の製造現場
において汗をながして生産にたずさわった経験は
長いのですが、情報システム開発に関しては、これ
までの経験蓄積もないので、この機会に「技術開発、
研究開発の推進」と「情報システム開発」を当面の
仕事の両輪とすべく勉強を始め、なんらかの方向性
を決めるべく頭に汗をかいているところでありま
す。
　そんな中で「ビッグデータ」という言葉と出会
いました。ビッグデータを表現する事例としてネッ
ト検索の履歴データがあります。
　我々がネット検索をすれば成果として情報を得
ることができますが、検索すれば、その履歴はアク
セス先にデータとなって蓄積されていきます。ネッ
ト検索は世界中で 24 時間行われ、その件数はグー
グルの場合で一日に 30 億件にもなるそうです。
ネット検索が本来目的でない項目に及ぶ事は皆さ
んも経験済みでしょうが、その検索も副次的行動履
歴となって蓄積され、使われれば使われるほど良質
の情報が蓄積され検索の質が向上していくそうで
す。
　このデータの活用事例として、グーグルのエンジ
ニアチームは、長年にわたる膨大な蓄積データを
武器とし、インフルエンザの流行を予測したそう
です。人々の検索内容、例えば「咳の薬」「解熱剤」
といったキーワードの使用頻度とインフルエンザ
感染の時間的、空間的な広がりとの間の相関関係の

有無を分析し、米国でのインフルエンザの流行地
域、さらには州単位での流行を、ほぼリアルタイ
ムに特定したというのです。
　ビッグデータ処理の特徴は３点ありますが、と
くに２番目３番目の特徴はこれからの研究開発業
務、研究者の業務形態にも多大な影響を及ぼしか
ねない点に言及しています。
１．無作為抽出した標本のデータではなく全ての
データをもれなく処理する
２．膨大なデータを扱うからデータの精度は重要
でない。正確性依存症からの脱却である。
３．因果関係ではなく相関関係が重要である。「原
因と結果」を求める体質からの脱却である。重要
なのは「理由」ではなく「結論」である。
　我々の意思決定論理の前提は

「意思決定に用いる情報は量こそは少ないが、精度
が高くて因果関係がはっきりしている。」とうこと
でなりたっている場合が多いですが、これが

「膨大なデータ量が処理できれば、多少の不正確さ
は問われなくなり結論が重要である。」というのだ
から挑戦的だと言わざるをえません。
　我々の研究活動が全てビッグデータを伴うもの
ではないでしょうし、明日から判断基準が変更さ
れるわけではありませんが、研究調査データが研
究組織、会社、大学の枠を超えて一つのデータﾍﾞｰ
ｽに蓄積されビッグデータ化できれば、これまでの
スモールデータでは見えなかった高い視点での成
果が得られるかもしれません。
　しかし、利用できるデータが少量でも仮説を立
案し、その検証を再度実験し試行錯誤を繰り返す
という行動、我々が長年にわたり先輩、書物から
訓導を受け実践してきた姿勢は陳腐化させたくな
いと思っておりますが、皆さんはいかがお感じで
しようか。最後に私の好きな言葉で締めさせてい
ただきたいと思います。「天才は１％のひらめきと
99%の汗」トーマス・エジソン。
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　　　　　　　平成 24 年度　事 業 報 告 （概要）　　　　　

　　

JRCM REPORT

１　研究開発事業
　前年度からの継続プロジェク
トである「水素製造・輸送・貯
蔵システム等技術開発（材料開
発）」、「金型３次元テクスチャ
リングレーザー加工技術開発」
等のプロジェクトについては研
究計画に従って着実に研究開発
を実施した。

　平成 24 年度の新規案件とし
て、経済産業省からの委託研究
である「次世代自動車向け高効
率モーター用磁性材料技術開
発」に同研究開発の実施主体で
ある「高効率モーター用磁性材
料技術研究組合」の組合員とし
て、主として技術調査の分野で
研究に参画した。

　さらに、平成 23 年度に終了
した「鉄鋼材料の革新的高強度・
高機能化基盤研究開発」、「窒化
物系化合物半導体基板・エピタ
キシャル成長技術の開発」の
フォローアップ事業を実施し
た。

　当センターでは、平成 23 年
6 月 27 日付にて内閣府からの
移行認可を得、平成 23 年７月
１日付けで一般財団法人に移行
している。平成 24 年度（平成
24 年４月１日～平成 25 年３月
31 日まで。以下、同じ。）は、
一般財団法人としての第２年度
目の事業となる。
　平成 24 年度は、前年度から
の継続プロジェクトである「水
素製造・輸送・貯蔵システム等
技術開発（材料開発）」、「金型３
次元テクスチャリングレーザー
加工技術開発」等７件の研究開
発プロジェクトを円滑に進める
ことができた。
　新規の研究開発事業として
は、経済産業省からの委託研究
である「次世代自動車向け高
効率モーター用磁性材料技術開
発」に同研究開発の実施主体で
ある「高効率モーター用磁性材
料技術研究組合」の組合員とし
て参画した。
　さらに、平成 25 年度以降の
金属材料技術関連での新しい研
究開発プロジェクトの企画に積
極的に対応している。

　以上の結果、当センターの活
動において多くの大学、公的研
究機関の研究者の方々と密接に
連携し、幅広い材料関連の研究
の充実に貢献できた。
　また、当センターを支援して
いただいている賛助会員企業の
みなさまや関連の大学、団体に
対しては積極的にサービスする
こととしており、各種の相談の
受け付けや公的施策や公的機関
の情報提供サービスを行った。

　平成 24 年度における業務概
要は次の通りである。
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　さらに、平成 24 年度以降の
金属材料技術関連での新しい研
究開発プロジェクトの企画に積
極的に対応した。

２　調査研究事業
　　平成 24 年度及び平成 25
年度事業での新規研究開発プロ
ジェクト提案に向けた各種の準
備活動を行っている。

３　情報収集提供、普及啓発事
業、国際交流や関係機関等との
連携協調
　JRCM ニュースや JRCM イン
ターネットのホームページによ
る情報提供を行った。
　JRCM ニ ュ ー ス は、2013 ３
年３月号をもって創刊以来通算
317 号となった。

４　その他本財団の目的を達成
するための事業
　過去に実施し、完了した多く
のプロジェクトの継続研究、事
後評価、フォローアップのため
の活動を実施した。

表１　正味財産増減計算書（H24.4.1 ～ H25.3.31)表１　正味財産増減計算書（H24.4.1 ～ H25.3.31)
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表 2　平成 24 年度の金属系材料の製造及び利用に関する主な研究開発（１）
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   【人事異動】平成 25 年 5 月 31 日付　伊藤  瑛二   　退職　   [ 旧 ] 総務企画部　主席研究員お知らせ


